
2013 年度の T 学生の卒論（「問題の所在」のみ） 

問題の所在  

 遠藤辰雄氏によれば、「自尊感情とはセルフ・エスティームのことで、自分が価値ある、

尊敬されるべき、すぐれた人間である感情である。」という（遠藤他、 2004、 9 頁）。そ

して、自尊感情を測る質問紙を開発したローゼンバーグ（Rosenberg,M.）や小学生の自

尊感情の 5 領域を見出したポープたち（Pope,A.W.）の研究が有名である。  

 わが国においても、これらの先行研究を参考に自尊感情の調査研究が行われてきた。

特に東京都教育委員会は、平成 20 年度から 5 年間をかけて幼児から高校生までを対象

とする「自尊感情や自己肯定感に関する研究」を行い、ローゼンバーグの研究を手掛か

りに質問紙を開発し、それを活用した指導実践をしている。また、荒木紀幸氏と山下政

司氏は、『小学生生活の充実に関する研究』において質問紙によって小学生の自尊感情を

学年や男女で因子分析を行って比較し（荒木他、 1998）、『ウエルライフ（小学生・中学

生・高校生）学校生活充実感』においては、小学生から高校生までを対象に学校内での

不安が自尊感情にどのように影響を及ぼすかを考察した（荒木、 2003）。東京都や荒木

氏たちの研究は、児童生徒の学校生活や授業等に着眼しており、集団宿泊活動だけを対

象とした自尊感情の研究ではない。また、吉田達也氏は、複数クラスを対象に学級内の

教師の意図的介入による自尊感情の高まりを考察し（吉田、2004、55-61 頁）、村崎良平

氏たちは、学級内における構成的グループエンカウンターを活用した自尊感情の高まり

を明らかにしたが（村崎、 2013、 317-325 頁）、これらは学級内を対象にしており、集

団宿泊活動には着眼していない。  

 集団宿泊活動の教育的意義については、坂本昇一市によると、「集団宿泊活動では、一

人ひとりの子どもが、一人の例外もなく、個性を伸長して、自己実現を達成し、自己存

在感や自尊感情を持つことが可能になる」（伊藤他、 1986、 135 頁）と述べ、集－団宿

泊活動を実施している京都市教育委員会の「山の家・ボランティアリーダー養成講座」

のマニュアルでは、客観的調査に基づく教育的効果で「本人に関して、探究心・思考・

判断力・自尊心・自立心のすべての項目で直前より効果の向上がみられる」（京都市教育

委員会、 2012、 3 頁）と記しており、自尊心向上が期待できるように思われる。  

 以上のように、集団宿泊活動を研究した論文は散見される。自尊感情への影響を考察

した調査を行っているが、自尊感情の変化については明確にしていない（京都市教育研

究会他、 2012）。「山の家」での児童活動に焦点化した藤村法子たちの研究でも、「生き

る力」に着眼したアンケート調査しか行っていない（藤村法子他、 2012）。生きる力と
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は、『学習指導要領解説  総則編』によれば、「確かな学力、豊かな心、健やかな体の調

和を重視する『生きる力』をはぐくむこと」（文部科学省、2008、1 頁）であり、自尊感

情は、生きる力の中の「豊かな心」に含まれるように思う。したがって、本稿では、集

団宿泊活動が生きる力の重要要素である自尊感情にどのような影響を及ぼすのかという

ことを明らかにしたい。  
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